
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指導資料「複式教育第 60号

（通巻第 2056号）」（令和２年

10 月発行，右二次元バーコー

ド参照）では，副題を「自ら

学び自ら考えるガイド学習への転換」とし，

今求められている子供たち自身による主体的

な学びと，子供一人一人のための深い学びの

実現を目指した複式学級における学習指導の

基本的な考え方について述べた。本資料では，

奄美市立宇宿小学校の実践を通して，その実

際について述べていく。 

 

 

 

宇宿小学校では，本センターが令和元・２

年度に調査研究した「未来の創り手に求めら

れる資質・能力を育成する授業に関する研究

Ⅱ～学びの価値を見いだす授業デザイン～」

（詳しくは，指導資料「学習指導第１号（通

巻第 2104 号）」右二次元バーコード参照）を

土台にして，複式学級におけ

る学習指導について研究をし

ている。 

「学びに向かう力」を涵養

するための四つの視点（以下，四つの視点）

とは，内発的動機付けを起点とした授業改善

のための視点である。子供たちの「学びに向

かう力」を涵養する，つまり学習意欲の向上

を促すためには学びに対するモチベーション

（動機付け）を一層高める必要がある。動機

付けには外発的動機付けと内発的動機付けが

あり，後者による学習は知的好奇心を満たし

やすいということが広く知られており，その

心的要因やそれを意識した指導方法等につい

てこれまで様々な研究がなされている。これ

らを参考に資料１のように，授業改善の視点

を「必要性」，「自律性」，「関係性」，「有用性」

の四つの視点に整理した。その視点で見直し

予測困難な時代を生きる子供たちを育てる複式学習指導Ⅱ 

―奄美市立宇宿小学校の実践を通して― 

予測困難な時代において様々な変化に積極的に向き合っていく子供たちを育成するために
は，子供たちが主体的に学ぶ仕組みを授業に取り入れていくことが重要である。複式学級にお
ける自ら学び自ら考えるガイド学習への転換を図っている学習指導について，本センターの研
究提携校である奄美市立宇宿小学校の実践を通して紹介する。 
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対象 

校種 

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/                  （通巻第２１２０号） 

１ はじめに 

２ 「学びに向かう力」を涵養する四つの視

点について 
資料１ 先行研究と「学びに向かう力」を涵養する

ための四つの視点 



た手立てを講じれば，子供が「学びに向かう

力」を涵養することにつながると考える。言

うまでもなく，この考え方は自ら学び自ら考

える子供の育成を目指す複式学級における学

習指導においても当てはまる。 

 

 

(1) 基本的な考え方 

宇宿小学校では，本センターの四つの視点

の捉え方（資料２）を基に，教師の手立ての

考え方を次のように整理している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに，宇宿小学校では，資料３のように，

これら四つの視点を１単位時間の学習過程に

当てはめて考えている。このように考えるこ

とで，子供たちが四つの視点を感じられる手

立てを講じやすくなる。 

３ 宇宿小学校の実践 

資料２ 本センターの四つの視点の捉え方 

＜必要性＞ 

子供主体で学習を進める複式学級だ

からこそ，しっかりとした学ぶ動機を

与えることで，より主体的な学習が実

現できるようにしたい。 

そこで，「うまくいかない」，「なぜだ

ろう」というこれまでの生活経験や既

習事項では解決できないような課題設

定を行ったり，複式学級の特性を生か

して，両学年共通の課題設定を行った

りして，「挑戦したい」，「解決する必要

がある」などの学習に対する必要感や

意欲がもてるようにした。 

必要性 

 

子供たち自身で学習する間接指導が

多い複式学級での学習においては，そ

の問題解決に適した内容や方法につい

て，子供一人一人が自分事として捉

え，自分選択・決定できるようにした

い。 

そこで，関連する既習事項をいつで

も確認できるように教室掲示や ICT 環

自律性 

の問題解決に適した内容や方法につい

て，子供一人一人が自分事として捉

え，自分 

供一人一人が自分事として捉 

え，自分で選択・決定できるようにし

い。 

そこで，関連する既習事項をいつで

も確認できるように教室掲示や ICT 環

境を整備したり,具体物を操作できるヒ

ントコーナーなどを設けたりすること

で,自ら学び自ら考える学習を促すよう

にした。 

 

話合いの場面では，これまで培って

きた話合い活動の仕方を土台に，徐々

に話合いの話型から離れ，子供の発言

や自然なつぶやきで交流できるように

することで，子供一人一人が主体的に

考えを広げたり深めたりさせたい。 

そこで，ホワイトボードやタブレッ

ト型端末を活用して可視化されたそれ

ぞれの考えから，大事な考え方や働か

せた教科等の見方・考え方などから共

通点を見いだし，まとめにつなげるこ

とができるようにした。 

関係性 

 

子供たちは自分たちで学習のまとめ

や振り返りをすることで，学びを通し

て獲得した資質・能力や学び方などを

自分のものとし，次の学びに生かして

ほしい。 

そこで，学びを通した自己の変容が

分かるような振り返りができるように

した。また，両学年ともに，学習内容

を領域や単元で揃えることで，学習内

容の系統性をより捉えられる振り返り

ができるようにした。 

有用性 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 子供が必要性を感じられる手立て例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 子供が自律性を感じられる手立て例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 四つの視点と学習過程の関係 

＜第３学年 あまりのあるわり算＞ 

既習事項と本時の学習問題との違いを明確に捉えさせることで，子供が「どうするのか

な。」，「学習したことを基に考えればできそうかも。」と感じられるような場面を設定し

た。 

 

８×３をすれば確か

められるよ。 

あまりの２はどうするのかな。 

確かめ方はどのようにすればいいのかな。 

＜第４学年 １けたでわるわり算＞ 

学習方法，教具等を自分で選択・決定できる場を設定することで，主体的に問題解決に

取り組めるようにした。 

 

筆算と図を使って ブロックを使って 10 のたばで 



(4) 子供が関係性を感じられる手立て例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 子供が有用性を感じられる手立て例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本稿で述べてきた考え方は，今回改訂され

た学習指導要領が示す授業改善の視点の一つ

である「主体的な学び」にほかならない。し

たがって，複式学級における指導だけでなく，

単式学級の指導にも十分生かせることである

し，生かさなくてはならないことである。本

稿の考え方，宇宿小学校が先行的に実施して

いる学習活動を参考に授業改善に生かしてほ

しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第５学年 小数のわり算，第６学年 分数のわり算＞ 

異学年間の交流では学習の振り返りを両学年同時に行うことで，６年生の子供たちは既

習内容と関連付け，５年生の子供たちは今後の学習の見通しをもつことにつながった。そ

の結果，学習内容や数学的な見方・考え方の系統性が捉えられるようになった。 

＜第６学年 分数のわり算＞ 

数，式，図，表，グラフなどを活用して数学的に表現したそれぞれの考えを，数学的な

見方・考え方で類型化し可視化することで，共通点を捉えられるようにした。 

 

今のみんなの考えを

すぐに比べやすいね。 

タブレット型端末を使って 

書き込みもしながら話合

いもできるね。 

小黒板を黒板に提示して 

５年生の様子 ６年生の様子 

比
較 

６年生の「分数」では，数直線と面積の図
が一つになっているよ。やってみたいな。 

「整数に直す」という点では，５年生の
「小数」の学習と同じ考え方だね。 

学年が違っても同じ考え方だね。 

４ おわりに 
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